
科学の知
仮説と実証により形成される膨大な事実的知識の中で、移転、共有できる形式知

仮説 事実的知識モデル 実験 観測

演繹的推論手法

帰納的推論手法

科学の知の爆発的増加→分化と系統化
• 部分システムにおける科学の知の集積⇔全体システムに反映されない
• 全体システムや他の部分システムの影響を当該部分システムに取り込めない

⇒分野間にまたがる問題の本質的な解決につながらない

inter-disciplinarity

自然
社会・経済

認識世界 trans-disciplinarity

データ基盤連携システム 連携機会


